
ひ
こ
ね
万
灯
流
し

彦
根
の
万
灯
流
し
は
、
灯
ろ
う
に
願
い

事
を
書
い
て
、そ
っ
と
川
面
に
流
し
ま
す
。

闇
に
浮
か
び
上
が
る
数
多
く
の
灯
火
は
、

と
て
も
幻
想
的
。

日
時

８
月
６
日

午
後
６
時
〜
同
９
時

場
所

芹
川
堤
（
芹
橋
〜
後
三
条
橋
間
）

彦
根
ば
や
し
総
お
ど
り
大
会

ご
存
知
、
見
て
楽
し
い
、
踊
っ
て
な
お

楽
し
い
「
彦
根
ば
や
し
」
に
の
せ
て
踊

り
歩
く
、
総
お
ど
り
。

日
時

８
月
８
日

午
後
７
時
30
分
〜
同
８
時
30
分

場
所

中
央
・
銀
座
・
登
り
町
グ
リ
ー
ン

通
り
・
リ
バ
ー
サ
イ
ド
橋
本
・
各
商
店

街

2007

7/15

問
い
合
わ
せ
先

彦
根
観
光
協
会

23

０
０
０
１
番
、

観
光
課

30

６
１
２
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22
１
３
９
８

番

第
31
回
鳥
人
間
コ
ン
テ
ス
ト

選
手
権
大
会

真
夏
の
湖
を
舞
台
に
、
大
空
に
夢
を

か
け
る
人
々
に
よ
っ
て
競
わ
れ
る
こ
の

大
会
は
、
２
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ

ま
す
。

日
時

７
月
28
日

午
前
８
時
〜

７
月
29
日

午
前
６
時
〜

場
所

松
原
水
泳
場

松
原
水
泳
場
・
新
海
浜
水
泳
場
開
設

期
間

７
月
28
日

〜
８
月
16
日

彦
根
・
北
び
わ
湖
大
花
火
大
会

夏
の
夜
空
を
１
万
発
の
花
火
が
彩
り

ま
す
。
ウ
ル
ト
ラ
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
マ

イ
ン
や
、
花
火
師
創
作
に
よ
る
芸
術
花

火
な
ど
、
見
所
い
っ
ぱ
い
。
湖
面
を
渡

る

夜

風
に
あ
た
り
な
が
ら
、
夢
の
ひ
と
と
き

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時

８
月
１
日

午
後
７
時
45
分
〜
同
８
時
30
分

場
所

松
原
水
泳
場

彦
根
七
夕
ま
つ
り

色
と
り
ど
り
の
カ
ラ
フ
ル
な
七
夕
飾

り
で
街
中
が
彩
ら
れ
ま
す
。

期
間

８
月
４
日

〜
８
日

場
所

中
央
・
銀
座
・
登
り
町
グ
リ
ー

ン
通
り
・
リ
バ
ー
サ
イ
ド
橋
本
　
各

商
店
街

彦
根
ゆ
か
た
ま
つ
り

「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
夏
」
を
テ
ー

マ
に
開
催
さ
れ
る
ゆ
か
た
ま
つ
り
は
、

屋
台
村
、
ス
ト
リ
ー
ト
ラ
イ
ブ
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
が
、
城
下
町
を
再
現
し
た
夢

京
橋
キ
ャ
ッ
ス
ル
ロ
ー
ド
で
行
わ
れ
ま

す
。
ゆ
か
た
で
参
加
す
る
と
、
豪
華
景

品
が
当
た
る
抽
選
会
に
参
加
で
き
ま
す
。

日
時

８
月
５
日

午
後
３
時
〜
同
９
時

場
所

夢
京
橋
キ
ャ
ッ
ス
ル
ロ
ー
ド



市
役
所
受
付
、
支
所
、
各
出
張
所
、

彦
根
城
博
物
館
、

教
育
委
員
会

市
史
編
さ
ん
室
の
ほ
か
、
市
内
の
書

店
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お

買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会

市
史
編
さ
ん
室

27

３
５
４
４

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
27
３
５
５
４
番

【
既
刊
書
籍
】

『
新
修
彦
根
市
史
』

価
格
　
各
５
、
０
０
０
円

第
１
巻
　
通
史
編
　
古
代
・
中
世

▽
最
新
刊

第
５
巻
　
史
料
編
　
古
代
・
中
世
　

▽
関
ヶ
原
の
戦
い
ま
で
の
史
料
集

第
６
巻
　
史
料
編
　
近
世
一

▽
彦
根
藩
に
関
す
る
史
料
集

第
７
巻
　
史
料
編
　
近
世
二

▽
江
戸
時
代
の
村
・
町
な
ど
に
関
　

す
る
史
料
集

第
８
巻
　
史
料
編
　
近
代
一

▽
幕
末
か
ら
明
治
ま
で
の
史
料
集

第
９
巻
　
史
料
編
　
近
代
二
・
現
代

▽
大
正
か
ら
昭
和
ま
で
の
史
料
集

『
彦
根
　
明
治
の
古
地
図
』

価
格
　
各
２
、
０
０
０
円

第
１
冊
　
南
部
地
域

第
２
冊
　
中
部
地
域

第
３
冊
　
北
部
地
域

明
治
初
年
に
作
ら
れ
た
耕
地
絵

図
、
地
引
絵
図
な
ど
を
カ
ラ
ー
写
真

で
紹
介
。
小
字
図
・
解
説
つ
き
。

労
働
に
関
す
る
相
談
窓
口
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

滋
賀
県
労
働
相
談
所

「
賃
金
を
払
っ
て
も
ら
え
な
い
」

「
解
雇
を
言
い
渡
さ
れ
た
」
な
ど
の

相
談
に
、
専
門
の
相
談
員
が
ア
ド
バ

イ
ス
し
ま
す
。

労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２

０

９
６
７
１
６
４
番

面
接
相
談

場
所

滋
賀
県
労
働
相
談
所
（
草

津
市
大
路
一
丁
目
１
ー
１
エ
ル
テ
ィ

９
３
２
内
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７

７
５
６
４
２
０
３
０
番

受
付
時
間
（

月
〜
金
曜
日
　
午
前
10
時
〜
午
後

８
時
（
平
日
が
祝
日
の
場
合：

午
後
５
時
〜
同
８
時
）

土
・
日
曜
日
　
午
前
10
時
〜
午
後

４
時

滋
賀
労
働
局
・

彦
根
労
働
基
準
監
督
署

解
雇
・
労
働
条
件
、
配
置
転
換
な

ど
、
労
働
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
分
野

の
相
談
に
、「
総
合
労
働
相
談
コ
ー

ナ
ー
」
を
設
置
し
、
専
門
の
相
談
員

が
応
じ
ま
す
。

電
話
・
面
接
相
談

場
所
　
彦
根
総
合
労
働
相
談
コ
ー

ナ
ー
（
西
今
町
58
ー
３
　
彦
根
合

同
庁
舎
　
彦
根
労
働
基
準
監
督
署

内
）

22
０
６
５
４
番

2広報ひこね　平成19年７月15日

『
新
修
彦
根
市
史
』

第
一
巻
　
通
史
編
　
古
代
・
中
世

販
売
中

彦
根
の
歴
史
を
文
章
で
綴
っ
た

『
新
修
彦
根
市
史
』（
通
史
編
）
の
刊

行
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

今
春
刊
行
し
た
第
１
巻
は
、
彦
根

城
築
城
以
前
、
関
ヶ
原
の
戦
い
ま
で

の
歴
史
を
扱
っ
て
い
ま
す
。
竹
ヶ
鼻

廃
寺
や
、
荒
神
山
古
墳
な
ど
の
発
掘

調
査
や
佐
和
山
城
主
石
田
三
成
に
関

す
る
最
新
の
研
究
成
果
を
は
じ
め
、

市
内
各
地
の
歴
史
を
説
明
し
て
い
ま

す
。本

文
に
は
、
写
真
、
イ
ラ
ス
ト
、

地
図
を
添
え
、
わ
か
り
や
す
い
内
容

に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
の
電

話
番
号
が
変
更
に
な
り
ま
す

社
会
保
険
庁
で
は
、「
ね
ん
き
ん

ダ
イ
ヤ
ル
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

７
月
17
日

か
ら
電
話
番
号
が
、
次

の
と
お
り
に
変
わ
り
ま
す
。
こ
の
変

更
で
、
Ｉ
Ｐ
電
話
お
よ
び
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か

ら
も
利
用
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
年
金
受
給
者
か
ら
の
専

用
電
話
番
号
で
あ
っ
た
「
０
５
７

０
０
７
１
１
６
５
」
は
利
用
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

【
年
金
相
談
全
般
の
電
話
番
号
】

０
５
７
０
０
５
１
１
６
５
（
全
国

共
通
電
話
番
号
）

０
３
６
７
０
０
１
１
６
５
（
Ｉ
Ｐ

電
話
お
よ
び
Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
電
話
番

号
）

【
受
付
時
間
】

▼
月
曜
日
（
月
曜
日
が
休
日
の
場
合

は
火
曜
日
）

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
７
時

▼
火
曜
日
か
ら
金
曜
日
　
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分

▼
毎
月
第
２
土
曜
日
　
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
４
時

※
土
曜
日
（
第
２
土
曜
日
を
除
く
）、

日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
は
、

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

彦
根
社
会
保
険
事

務
所
年
金
給
付
課

23

１
１
１

４
番

指
定
管
理
の
提
案
を

募
集
し
ま
す

平
成
15
年
に
地
方
自
治
法
の
一
部

が
改
正
さ
れ
、
彦
根
市
で
は
現
在
、

32
の
「
公
の
施
設
」
で
「
指
定
管
理

者
制
度
」
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、「
公
の
施
設
」
の

管
理
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を
得

た
う
え
で
、
市
が
出
資
し
て
い
る
法

人
や
公
共
団
体
、
公
共
的
団
体
に
加

え
て
、
民
間
の
事
業
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
な
ど
の
団
体
を
「
指
定
管
理
者
」

と
し
て
、「
公
の
施
設
」
の
管
理
を

任
せ
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
質
の
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
者
の
皆
さ
ん
に
官
と
民
が
協
働
し

て
提
供
す
る
と
と
も
に
、
施
設
の
管

理
運
営
経
費
の
節
減
を
目
指
し
ま

す
。彦

根
市
で
は
、
指
定
管
理
者
を
選

ぶ
に
あ
た
っ
て
、
幅
広
く
、
民
間
の

事
業
者
な
ど
の
団
体
か
ら
費
用
や
企

画
な
ど
の
提
案
を
求
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
団
体
が
持
っ
て
い
る
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
か
し
、
よ
り
充
実
し
た
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
、
よ
り
効
率

的
な
施
設
の
運
営
を
行
い
ま
す
。

平
成
20
年
４
月
か
ら
指
定
管
理
者

に
よ
る
管
理
運
営
を
開
始
す
る
予
定

の
施
設
は
、
下
の
表
の
と
お
り
で
す
。

指
定
管
理
者
の
募
集
方
法
、
募
集

期
間
、
申
請
書
類
な
ど
の
詳
細
と
お

問
い
合
わ
せ
先
は
、
彦
根
市
ホ
ー
ム

公
用
車
を
売
却
し
ま
す

彦
根
市
で
は
、
厳
し
い
財
政
状
況

の
な
か
、
コ
ス
ト
縮
減
の
た
め
に
公

用
車
を
条
件
付
一
般
競
争
入
札
で
売

却
処
分
し
ま
す
。
売
却
車
両
の
車
種
、

型
式
お
よ
び
入
札
日
時
等
は
次
の
と

お
り
で
す
。

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

経
営
改
革
推

進
室

30

６
１
０
５
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
22
１
３
９
８
番

入
札
日
時

８
月
６
日

午
後
１
時
30
分
か
ら

会
　
場

市
役
所
別
館
２
階
　
契
約
監
理
室

入
札
に
関
す
る
事
項

入
札
参
加
資
格

▼
個
人
の
場
合：

彦
根
市
に
住
民
登

録
が
あ
る
人

▼
法
人
の
場
合：

彦
根
市
に
事
務
所

を
有
す
る
法
人

3 広報ひこね　平成19年７月15日

次
の
人
は
、
入
札
に
参
加
す
る
こ

と
は
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

▼
市
税
に
滞
納
の
あ
る
人

▼
破
産
者
で
復
権
を
得
て
い
な
い
人

▼
未
成
年
者
で
、
契
約
締
結
の
た
め

の
同
意
を
得
て
い
な
い
人
や
、
契

約
を
締
結
す
る
能
力
を
有
し
て
い

な
い
人

入
札
参
加
申
込
み
の
受
付

事
前
に
入
札
参
加
申
込
み
が
、
必

要
で
す
。

申
込
受
付
期
間
　
７
月
17
日

か
ら

同
31
日

ま
で
の
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
（
土
、
日
は
除
く
）

売
却
車
両
公
開
日

７
月
23
日

〜

25
日

午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で

公
開
場
所

市
役
所
本
庁
駐
車
場

詳
し
く
は
、

公
有
財
産
管
理

室
へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

公
有
財
産
管

理
室

22
１
４
１
１
番（
内
線
１

５
２
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22
１
３
９
８
番



〈内容〉外国人に、日本語をどのように教えるかを学ぶ講座

です。〈日時〉８月４日 、11日 の14：00～15：30 〈場所〉

中地区公民館（大 町）〈受講料〉無料 〈申込期限〉当日で

も受け付けますが、できるだけ、申込連絡をしてください。

〈申込・問い合わせ先〉ひこね国際交流会ＶＯＩＣＥ　日本

語教室（丹下方） FAX23 5517へ

〈内容〉 初級 簡単な文章にチャレンジ　 中級 点字の

ルールを学び、点訳文の校正ができる力を修得　

パソコンで点字の図形を描き、絵としての面白さにふれる

〈日時〉９月１日～10月20日の毎週土曜日、13：30～17：00

〈定員〉30人（定員になり次第締切）〈費用〉初級4,100円、

中級・応用3,000円 〈募集期限〉７月31日 17：00〈応募・

問い合わせ先〉電話で県立盲学校「点字の世界」運営委員

会 22 2321へ

〈内容〉テレビ・ラジオで授業を行う通信制大学です。 15

歳以上なら教養学部選科・科目履修生として、18歳以上な

ら、教養学部全科生・大学院修士選科・科目生として、ど

なたでも入学できます 教養学部全科履修生は大学卒業

資格が取得できます 大学院修士全科生では修士（学術）

の学位を取得できます　 幅広い分野の科目から選べ、好

きな１科目だけの受講もできます 各自のライフスタイ

ルに合わせて学習できます 〈願書受付期限〉８月15日

〈問い合わせ先〉放送大学滋賀学習センター 077 545 0362、

FAX077 545 2096、ホームページhttp://www.u air.ac.jp

〈内容〉運動不足の人を対象とした、健康回復や、メタボリ

ック症候群の予防・改善に最適な健康体操の講座です。

〈日時〉８月５日～26日の毎週日曜日９：00～11：30〈受講

料〉2,000円（テキスト代、保険料含む）〈定員〉30人（先着

順）〈募集期限〉７月24日 〈申込・問い合わせ先〉は

がきかファクスで、住所・氏名・電話番号を記入して、彦

根工業高等学校（〒522 0222南川瀬町1310） 28 2201、

FAX28 2936へ

〈趣旨〉先の大戦で亡くなられた戦没者の遺児を対象に、戦

没者の戦死した旧戦域を訪れ、慰霊追悼を行い、また同地

域の住民と友好親善を深めることを目的に実施します。

〈巡拝地域および時期〉西部ニューギニア、中国、マリアナ

諸島、沖縄ほか。詳しくは 日本遺族会事業課事業係まで

お問い合わせください〈参加費〉一律10万円。ただし、沖

縄は５万円 〈問い合わせ先〉 日本遺族会事業課事業係

03 3261 5521 内線3656～8 〈申込先〉滋賀県遺族会事

務局077 522 7227

県立彦根工業高等学校開放講座　自彊術講座　　　

県立盲学校開放講座「点字の世界」

放送大学 平成19年度第２学期生

●木造住宅無料耐震診断

市民の皆さんが現在住んでいる住宅が、地震に対して安

全かどうか、耐震診断員を派遣して無料で診断します。

〈対象となる建築物〉市内にあり、次の ～ 条

件に該当する建築物　 昭和56年５月31日以前に着工さ

れ、現在完成しているもの　 延べ面積の半分以上が住宅

として使われているもの　 ２階建て以下で、延べ面積が

300 （約91坪）以下のもの　 木造で軸組工法（在来工

法）のもの　※枠組壁工法（ツ

ー・バイ・フォー工法など）や

丸太組構法の住宅は対象になり

ません、 大臣等の特別な認定

を得た工法による住宅でないも

の 〈申込できる人〉診断を希望

する建築物の所有者で、市税な

どの滞納がない人（申込は１人

につき１棟まで）〈募集棟数〉40棟（先着順）〈申込開始日〉

７月17日 〈申込方法〉 建築指導課（市役所２階）にある

耐震診断実施申込書に必要事項を記入し、建築年月日が分

かる書類（確認申請副本、固定資産税課税明細書の写しな

ど）とともに同課窓口に提出してください。なお、申込書

は、彦根市ホームページからダウンロードできます。

●耐震・バリアフリー改修支援事業

木造住宅無料耐震診断を受けた結果、総合評点が0.7未

満の住宅については、耐震改修工事をされることを勧めて

います。この耐震改修工事や、これにともない高齢者など

が避難がしやすいバリアフリー改修工事を行うときにその

費用の一部を補助します。詳しくは 建築指導課までお問

い合わせください。〈補助金額〉補助対象経費が100万円を

超える工事について、該当する補助対象経費の10分の１の

額（上限は50万円）〈工事完了期限〉平成20年３月31日〈問

い合わせ先〉同課 30 6125、FAX24 8517

〈応募資格〉平成20年４月１日現在で、高校を卒業している

（見込みを含む）、18歳以上27歳未満の人（航空学生は21歳

未満）〈問い合わせ先〉自衛隊滋賀地方協力本部彦根地域事

務所（旭町） 26 0587、自衛隊滋賀地方協力本部ホーム

ページ：http://www.mod.go.jp/pco/shiga/

外国人に日本語を教えるボランティアの
ための講座　

あなたのおうちは大丈夫？

木造住宅無料耐震診断、耐震・バリアフリー改修支援事業

戦没者遺児による慰霊友好親善事業
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〈内容〉犬上川に住む魚など水生生物の観察 〈日時〉８月２

日 ９：00～12：00 ※当日の天候により中止になること

があります。 〈場所〉南青柳橋（開出今町）付近の犬上川

〈費用〉無料 〈募集期間〉７月17日 ～ 〈応募方法・問い合

わせ先〉電話かファクスで「快適環境づくりをすすめる会」

事務局（ 生活環境課内） 30 6116、FAX27 0395へ
〈その他〉筆記用具・帽子・たも網・長靴かサンダルを持っ

て、川のなかに入れる服装で参加のこと。

〈内容〉植物や昆虫の採集と、その標本の作り方 〈日時〉７

月25日 ９：00～12：00 ※雨天のときは中止 〈活動場

所〉雨 山（８：50までに新神社前駐車場（岡町）に集合）

〈定員〉40人（先着順）〈参加費〉無料 〈持ち物〉筆記用具、

捕虫網、虫かご、古新聞、ダンボール２枚、自転車の荷ひ

も、剪定ばさみ、マジックペン、水筒など 〈募集期間〉７

月17日 ～ 〈応募・問い合わせ先〉電話かファクスで「快

適環境づくりをすすめる会事務局」（ 生活環境課内） 30

6116、FAX27 0395へ

〈内容〉樹木、草花、昆虫、野鳥、水生生物などの観察 〈日

時〉７月22日 ９：30～16：00 ※雨天のときは中止 〈活

動場所〉男鬼町（市役所前に９：20までに集合）〈対象〉小

学生以上（小学４年生以下は保護者同伴）〈定員〉40人

（先着順）〈参加費〉１人500円 〈持ち物〉水筒、タオル、

ビーチサンダル、簡易雨具、帽子、筆記用具、虫除けスプ

レー、おにぎり、箸
はし

、皿など 〈その他〉必要に応じて市役

所から現地への移動手段として公用車を準備しますが、チ

ャイルドシートがついていませんので、６歳未満の子ども

が同伴するときは自

家用車で現地へ移動

してください 〈申

込期間〉７月17日

～ 〈申込・問い合

わせ先〉快適環境づ

くりをすすめる会事

務局（ 生活環境課

内） 30 6 1 1 6、

FAX27 0395へ

〈内容〉職場体験を通して「ものづくり」の楽しさと仕事に

おいての責任感と協調性を学ぶことを目的に行います。

〈日時〉８月22日 10：00～14：00 〈場所〉あまからや「将

月」（本町二丁目）〈対象〉小学５・６年生とその親 〈定員〉

20組（先着順）〈費用〉300円〈申込・問い合わせ先〉７月

20日 ひこね燦ぱれす 26 7272、FAX26

7377へ

〈内容〉人権問題に関する専門的な知識や指導技術を持った、

地域における啓発活動のリーダーとして活躍できる人材の

育成を目指す講座です。〈日程・内容〉下の表のとおり

〈時間〉19：00～20：45（９月１日は13：30～16：00）〈場所〉

彦根経営センター（堀町）、WAっとねす春日（犬方町）〈対

象者〉市内に在住・在勤の人で、人権問題に自主的に取り

組む意欲のある人 〈募集人員〉20人（先着順）〈受講料〉無

料〈申込期限〉８月２日 〈申込方法・問い合わせ先〉電

話、ファクス、Eメールで受講希望者の住所、氏名、電話

番号を 人権政策課 30 6115、FAX22 1398、Ｅメー

ル：jinken@ma.city.hikone.shiga.jpへ

〈内容〉働きながらの子育てが増す中で、安心して子どもを

預けられるよう、育児ヘルパーとして支援し、働こうとす

るシルバー世代のための講座です。 〈日時〉８月９日

９月27日 の間の11回　10：00～15：10〈場所〉滋賀女子短

期大学（大津市）〈対象〉55歳以上65歳まで（年齢は開講日

を基準とします）〈定員〉30人（申込多数の場合は抽選）

〈費用〉無料〈募集期限〉８月１日 〈応募方法・問い

合わせ先〉往復はがきで、往信の裏に住所・氏名（ふりが

な）・年齢・電話番号を、返信の表にも郵便番号・住所・氏

名をそれぞれ書いて、 滋賀県シルバー人材センター連合

会（〒520 0051大津市梅林１ ３ 10） 077 525 4128、

FAX077 527 9490へ

〈内容〉彦根市視覚障害者協会による市内在住の視覚障害者

を対象としたバス旅行。普段、外出の機会が少ない人にも

声をかけていただいて、ぜひご参加ください。なお、この

旅行には、視覚障害者の移動を支援する、ガイドヘルパー

も参加します。〈日時〉８月17日 〈場所〉岐阜県中津川市

「博石館」（入館時に身体障害者手帳が必要です）〈費用〉入

館料400円（昼食は各自負担）〈募集期間〉８月10日

〈応募方法・問い合わせ先〉彦根市視覚障害者協会（県立視覚

障害者センター内）（〒522 0002松原一丁目12 17） 22 7901

へ

川の生き物観察会

視覚障害者対象バス旅行

標本づくり体験教室

人権啓発リーダー養成講座

ネイチャーアドベンチャー

子育て支援・育児ヘルパー養成講習

「プロがつくるお好み焼き」にチャレンジ　
ものづくり体験教室
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過
去
か
ら
引
き
継
ぎ
、
次
の
世

代
に
受
け
継
い
で
い
く
べ
き
貴
重

な
、
地
球
の
宝
も
の
”世
界
遺
産
“を
、

世
界
中
で
愛
さ
れ
て
い
る
レ
ゴ
ブ
ロ

ッ
ク
で
作
っ
た
作
品
展
が
始
ま
り
ま

し
た
。

特
別
公
開
し
て
い
る
国
の
重
要
文

化
財
「
天
秤
櫓
」
と
、「『
レ
ゴ
』

で
作
っ
た
世
界
遺
産
」
の
融
合
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

特
別
展
で
は
、「
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」

「
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
」「
自
由
の
女

神
」
や
、「
古
都
京
都
の
文
化
財
／

金
閣
寺
」
な
ど
、
15
作
品
を
展
示
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
レ
ゴ
ブ
ロ
ッ
ク
で
遊
べ
る

プ
レ
イ
コ
ー
ナ
ー
や
美
し
い
世
界
遺

産
の
映
像
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
、
楽
し
み
な
が
ら
”か
け
が
え

の
な
い
地
球
“を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
開
国
記
念
館
で
は
、
国

宝
・
彦
根
城
築
城
４
０
０
年
祭
を
記

念
し
て
、
レ
ゴ
ブ
ロ
ッ
ク
で
作
っ
た

「
彦
根
城
」
も
、
特
別
展
示
し
て
い

ま
す
。
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◆
社
会
教
育
分
野
分
科
会
（
託
児
あ
り
）

時
間

午
後
１
時
〜
同
４
時

場
所

ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
　
メ
ッ
セ
ホ
ー
ル

◆
学
校
教
育
分
野
分
科
会

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
同
５
時

場
所

市
内
各
地
区
公
民
館
　
ほ
か

※
車
は
、
で
き
る
だ
け
乗
り
合
わ
せ
て
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
人
権
教
育
課

24

７
９
７
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23

９
１
９
０
番

◆
全
体
会
（
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
・
託
児
あ
り
）

時
間

午
前
９
時
〜
正
午

場
所

ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ

グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル

特
別
報
告

『
人
権
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
』

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
・
ソ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

「

」
さ
ん

講
演

「
部
落
問
題
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
」

角
岡
伸
彦
さ
ん

１
９
６
３
年
兵
庫
県
に
生
ま
れ
る
。
新
聞
記
者
、
博

物
館
学
芸
員
を
経
て
、
フ
リ
ー
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

ラ
イ
タ
ー
に
。
大
阪
市
在
住
。
著
書
に
「
被
差
別
部
落

の
青
春
」（
講
談
社
文
庫
）、「
ホ
ル
モ
ン
奉
行
」（
解
放
出

版
社
）、「
は
じ
め
て
の
部
落
問
題
」（
文
春
新
書
）

平
成
18
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
「
美
し
い
ひ
こ
ね
創
造
事
業
」
に

つ
い
て
、
現
在
の
登
録
状
況
な
ど
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
18
年
度
に
は
、
２
、
０
１
３

人
の
市
民
の
み
な
さ
ん
が
「
美
し
い

ひ
こ
ね
創
造
活
動
」
に
参
加
登
録
さ

れ
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
が
市
内
各
地

で
行
っ
た
「
美
し
い
行

為
」
に
対
し
て
、
今
年

の
４
〜
５
月
に
９
、
２
８

９
枚
の
地
域
通
貨
「
彦
」

を
交
付
し
ま
し
た
。
交

付
し
た
「
彦
」
は
、
５

月
31
日
現
在
、
市
の
施

設
の
使
用
料
、
手
数
料

の
支
払
い
に
１
８
２
枚

（
１
８
、
１
５
０
円
）、
寄

付
を
受
け
た
登
録
市
民

団
体
に
よ
る
「
彦
」
の

換
金
申
請
に
５
、
９
０
４

枚
（
５
９
０
、４
０
０
円
）

が
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
推
進

室
で
は
、
随
時
、「
美
し

い
ひ
こ
ね
創
造
活
動
」

へ
の
参
加
登
録
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

彦
根
を
よ
り
美
し
い

ま
ち
に
し
て
い
く
た
め

に
、
多
く
の
み
な
さ
ん

の
参
加
登
録
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

Ａ　まちの美観を保つ活動　　公共の場所のごみ拾いなど

Ｂ　地域安全活動　　　　　　防犯パトロールなど

Ｃ　助け合い活動　　　　　　介助が必要な人の手助けなど

Ｄ　地域環境活動　　　　　　資源回収など

Ｅ　健康増進活動　　　　　　ウォーキング、ジョギング（限定）

詳
し
く
は
、
彦
根
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
見
て
い
た
だ
く

か
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
室
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

ま
ち
づ
く

り
推
進
室

30

６
１
１
７
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22

１
３
９
８
番
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滋賀県交通安全無事故運動実行委員会が主催となり、高齢者自らが、

交通事故防止活動に積極的に参加し、地域ぐるみで交通安全意識を高

めることで、交通事故の防止を目指す運動です。

この運動に参加する団体を募集します。

運動実施期間 ９月１日 ～10月31日

参加対象　65歳以上の高齢者を含む個別

の団体（自治会、老人クラブ、その他、

愛好会など）

参加申込方法および期間 申込書を市役

所、支所・各出張所の窓口に配置して

います。団体の代表者は、８月１日

から同31日 の間に 交通対策課窓口

まで提出してください。ただし、ファクス申込はできません。

申込書は滋賀県ホームページからもダウンロードできます。

活動内容 各団体で運動参加を周知し、交通安全教室を開いたり、

交通安全のイベントに参加したりするなどの活動をしてください。

※効果的な活動を実践された団体には、記念品が贈られます。

※実施要領など詳細は滋賀県ホームページで確認できます。

滋賀県ホームページアドレス　www.pref.shiga.jp/c/kotsu s/mujiko.html

問い合わせ先　 交通対策課 30 6134、FAX24 5211

市内には、自治会館や個人の家などの

一室に本を並べて開放している「地域文

庫」が15か所あります。次世代を担う子

どもたちに、本を読む楽しさを知っても

らい、文庫活動への理解と参加を呼びか

けるイベントです。

日　時 ７月28日 13：30～16：00

場　所 市立図書館

内　容

①地域文庫の設置場所や活動の紹介

②おはなしのつどい

③わらべ歌で遊ぼう

④手作り遊びコーナー

⑤雑誌のリサイクル

コーナー

参加費 無料

問い合わせ先

市立図書館

22 0649、FAX26 0300
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※特に記載のないとき、相談料は無料です。 

※臨時の収集については、早めにお申し込み

ください。（臨時の収集は、原則として毎

週火・金曜日に実施します。）

※収集の状況によって、収集日は３日程度前

後することがありますが、ご了承ください。

８月前半

１日

２日

３日

６日
７日

８日

９日

10日

13日

14日

幸、松原一丁目、松原二丁目、松原（四ッ川）、野田山、正法寺、
地蔵、原（原西団地）、西沼波（東部）、本町一丁目、本町二丁目、
本町三丁目、銀座、中央（第１・４部）、芹橋一丁目、芹橋二丁
目（河原二丁目の一部を含む）、三津
幸、芹、安清、外、里根、野田山、正法寺、地蔵、西今、平田
（大沢）、開出今 の町団地、八坂東団地、三津、海瀬、
里根、外、戸賀、小泉、開出今 の町団地、八坂東団地、野瀬、
西今、三津、海瀬
芹川、戸賀、小泉、山之脇、開出今、西今、三津屋
後三条（下）、芹川、馬場一丁目、馬場二丁目、長曽根、八坂北、
開出今団地（第１・３部）、大 、開出今、西今、三津屋
中央（第２・３部）、立花、金亀、尾末、大 、城町一丁目、城町
二丁目、栄町一丁目、栄町二丁目、池州、開出今、甘呂、宇尾、
須越
京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、元、船、旭、中 一丁目、
中 二丁目、中 、長曽根南、甘呂、宇尾、須越、八坂
京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、佐和、大東、錦（第１部）、
和田、平田（大沢を除く）、甘呂、宇尾、須越、八坂
京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、橋向、新、芹中、後三条
（上）、平田（大沢を除く）、甘呂、日夏、竹ケ鼻、八坂
稲枝（西）、服部、平田（大沢を除く）日夏、竹ケ鼻、稲部（稲
部）、亀山地区、出路、田原

日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【８月前半】

図書館休館日 ６日 、13日 日(水・祝)、10
日(月)

２日

３日

１日

７日

８日

９日

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 堤 医 院 前

葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

宮 田 町 山 田 神 社
J A東びわこ鳥居本支店駐車場
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
J A 東 び わ こ 本 店 前 駐 車 場
河 瀬 地 区 公 民 館

多 景 保 育 園 横
長 曽 根 町
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部

楡 公 民 館
昭 和 電 工 茂 賀 ハ イ ツ
WAっとねす春日（旧広野会館）

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

10日

鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

８月前半

１4日
J A 東 び わ こ 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
ロ ー ソ ン 彦 根 外 町 店

１３：２０
１４：１０
１５：００

※７月から、「オーミ緑化造園」は、「ローソン彦根外町店駐車
場」に場所が変わりました。
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第
４
部
　
美
術
工
芸
＝
メ
ッ
セ
ホ
ー
ル
棟
２
階

第
５
部
　
書
＝
メ
ッ
セ
ホ
ー
ル
棟
３
階

第
６
部
　
写
真
＝
メ
ッ
セ
ホ
ー
ル
棟
１
階

作
品
の
主
な
規
格
（
詳
し
く
は
開
催
要
項
に
あ
り
ま
す
）

日
本
画
・
洋
画
＝
10
号
以
上
30
号
以
内
（
創
作
版
画
（
洋

画
）
は
10
号
未
満
も
可
）

彫
刻
＝
手
動
で
移
動
可
能
で
、
水
・
電
気
な
ど
を
使
わ

な
い
も
の

美
術
工
芸=

壁
面
は
た
て
・
よ
こ
合
計
２
ｍ
以
内
、
立
体

は
１
辺
1.2
ｍ
以
内

書
＝
額
装
を
含
め
て
1.5

以
内
、
帖
・
巻
子
・
篆
刻
も
可

写
真
＝
四
切
以
上
全
紙
ま
で
の
カ
ラ
ー
ま
た
は
モ
ノ
ク

ロ
、
組
写
真
は
80

×
１
ｍ
以
内
に
ま
と
め
た
も
の
。

デ
ジ
タ
ル
加
工
な
ど
を
し
た
場
合
は
、
出
品
申
込
書

に
そ
の
旨
明
記

※
い
ず
れ
も
未
発
表
の
作
品
に
限
る
。

※
額
に
ガ
ラ
ス
お
よ
び
ア
ク
リ
ル
を
入
れ
な
い
こ
と
。

た
だ
し
、
水
彩
画
・
美
術
工
芸
・
書
は
ア
ク
リ
ル
の

使
用
可

※
各
部
と
も
、
陳
列
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
耐
え
得
る
装
飾
保

護
設
備
（
額
縁
、
吊
り
金
具
、
吊
り
ひ
も
、
表
装
な

ど
）
を
施
す
こ
と

出
品
点
数

１
部
門
に
つ
き
１
人
１
点
（
写
真
に
限
り
、

１
人
２
点
以
内
）

出
品
申
し
込
み

出
品
作
品
１
点
に
つ
き
、
出
品
申
込

書
１
通
と
出
品
料
を
添
え
て
、
部
門
ご
と
の
会
場
へ

搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

出
品
料

出
品
作
品
１
点
に
つ
き
５
０
０
円

搬
入
日
時

９
月
21
日

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
８
時
、

同
22
日

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

搬
出
日
時

10
月
７
日

午
後
５
時
30
分
〜
同
８
時
、

同
８
日

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

審
査
、
表
彰

彦
根
市
美
術
展
覧
会
審
査
員
に
よ
り
審

査
し
、
優
秀
な
作
品
を
表
彰
す
る
と
と
も
に
、「
広
報

ひ
こ
ね
」
な
ど
で
紹
介
し
ま
す
。

※
開
催
要
項
と
出
品
申
込
書
は
、
市
役
所
１
階
受
付
、

支
所
・
各
出
張
所
、
Ｗ
Ａ
っ
と
ね
す
春
日
（
旧
広
野
会

館
）、
東
山
会
館
、
各
地
区
公
民
館
、
高
宮
地
域
文
化

セ
ン
タ
ー
、
み
ず
ほ
文
化
セ
ン
タ
ー
、
市
立
図
書
館
、

ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
、
各
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
ひ
こ
ね
燦
ぱ
れ
す
、
グ
リ

ー
ン
ピ
ア
ひ
こ
ね
、

教
育
委
員
会
事
務
局
（
市
民
会

館
２
階
）
な
ど
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
彦
根
市
教
育
委

員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

24

７

９
７
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23

９
１
９
０
番

応
募
資
格

市
内
お
よ
び
近
隣
市
町
（
東
近
江
市
、
米

原
市
、
愛
知
郡
・
犬
上
郡
の
各
町
）
に
在
住
か
、
市

内
に
在
勤
・
在
学
の
人
（
た
だ
し
、
中
学
生
以
下
は

除
く
）

募
集
部
門
と
会
場
（
作
品
搬
入
先
）

第
１
部
　
日
本
画
＝
メ
ッ
セ
ホ
ー
ル
棟
２
階

第
２
部
　
洋
画
（
油
絵
、
水
彩
画
、
パ
ス
テ
ル
画
、
創

作
版
画
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
含
む
）
＝
グ
ラ
ン
ド
ホ
ー

ル
棟
第
１
・
第
２
リ
ハ
ー
サ
ル
室

第
３
部
　
彫
刻
＝
メ
ッ
セ
ホ
ー
ル
棟
３
階

今月の納税　　　固定資産税（第２期） ７月31日 までに納めましょう




